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。=20粁， 。=8000粁， h1'=100米， ん=4000米
程度であるから，上の僚件項は
.-' h 1刃;・(ójα)=63 .3~0
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叫什す7叫 'b=O .... ....'..... ......... ..... '" . ... (3') 
を満足するものであればよい。 Prouclman は更に其の振幅の式をも作り， ht/んが甚だ、小
π 
たる場合I'L，外力の内に tanktl7"'"一ー となる様た分力がるると，深さんの上段水面に2 
は非常に大主主る振幅の振動が起り共振の現象を呈するととを示してゐる。
以上が Proudmanの所論の問要であるが， 日高博士は鼠に s=l I'L肱十る振動のみ子
論じて略佼同様の方法Kより (3うを出し，之を書きかへてくAの suffix1を略する)リ
伽何十十川pヤ。)=0， イA.L p三〆ヲ万五7・……....・H ・-……(3")
とし， 之を満足する根が存在するためには











!.:a当(2s-1)÷ s=1，2，3， (5) 
主主る棋を有し，従って (2)より週明は











ととは上記の遇りであるが，それと同様VL!.:' bが π の室生敢倍VLJITい場合には主樫部の振
動週期を興へるのである。夫れを明かtてするには， (3)或は (3りを
tan l'b十p叫十Jf仰)二O (3"') 
とかけば，棚が充分に護達した淵海では根は
!/b二sπ， s=l， 2， 3，・ (6) 
怒る根も存在するととは明かで，従って (2)より週期は
( 41 ) 
/ 
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一. 2u '一一 -
















般の場合に (3)或は (3うが輿へる賓際の週明と Merian 週WJとは如何程異なるかを知
る必要がある
一般に (3)式の根を求む戸方法は，棚部に就いて言へば既速の如く (4)式によって仰
を横軸Kとり.1'1及び 1'" を縦軸にとって曲線を主き，雨者の交貼に感やる ka を出せば
よい。斯くして求めた仰の値が π/2の奇数倍と差があれば，夫れに臆やるだけ Mcrian
週期と建ふわけで、ある。例へぽ棚部 (a)の基本振動 (s=l)I'L劃する Mcrian週期は
T=4庁/，ノ予7 (la=π/2 I'L相官す〕
であるの陀，質際κは (2)式より
'f' _ 2，，(/一 π/2. '1'
n 加 '万7ー ワ7.， (8) 
で，補正量ムTa=Ta-Tは
" 土え0 ‘ha ‘，-;"(/ 斗 T=ーナ~ .ニ==-ー =-JL一一一一、f





T . 1 τπ 
としてよい。
同様に主開。の部)の基本振動 (s=l)tL封しては， (4)の代りに
Yl=tank'o， 1'~=-p叫すがの ( 4[， 






2"o 2"o π-!/11 . 
d， 7;， = --T，一一ー--一一 =-. -.:;":':-.7 
b- ///"予;- n.. 万~ !/I， ~ 
となるo k'bが π と大差なき場合には
としてよいの












。μ=400， h1/ん=1/40， p=グ/k・=，'ノヲコh~ =0.158 
であるから，棚振動の週期を興へるt条件式は
(7) ~出 (1)
( -1: ) 
~ . . . ~
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( 4.1 ) 
湖海の棚銀動存立候件と Merianj盛期の補正
て吾人の海棚振動研究結果には少しも修正を施とす要を見放い。
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